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英国におけるオプジーボ（一般名：ニボルマブ）承認状況と薬価 

 

大阪府保険医協会 小薮幹夫 

 

「費用に見合った価値」の観点から、とりわけ抗がん剤など高額新薬につい

てもっともコストコンシャスな薬価規制を行っている英国（医療費に占める薬

剤費比率は概ね 1割程度を推移。日本は 26.6％1）に着目し、オプジーボの承認

状況や NHS 償還価格の状況について、可能な限り規制当局より開示されている

一次資料を参照して考察した。 

 

 

１ 英国におけるオプジーボ承認状況 

（１）高額薬剤の費用対効果評価は NICE が行っている 

英国立医療技術評価機構（National Institute for Health and Clinical Excellence： 

NICE） 

主として費用対効果の観点から新規診療技術や高額薬剤（全ての新たな有効成分を

有する抗がん剤を含む）について、NHS 償還の可否判断と NHS 償還価格を勧奨してい

                                         
1 包括医療に係る薬剤費を含む推計値（2011 年）（保団連/厚労省保険課） 
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イギリスを100とした各国の相対薬価
（2010年患者購入価格）

全国保険医団体連合会「薬価の国際比較調査結果」(2011年12月22日）
※日本の売上上位100位までの薬剤で、米国、ドイツ、フランス、イギリスのうち３か
国以上の国で薬価が判明した薬剤77品目の幾何平均値




